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ERDAS IMAGINE ObjectiveERDAS IMAGINE Objectiveで画像からで画像から
のフィーチャのフィーチャーー抽出を省力化抽出を省力化
～～マニュアルデジタイズはもう古い！？マニュアルデジタイズはもう古い！？～～

ESRIESRIジャパン株式会社ジャパン株式会社
イメージ技術グループイメージ技術グループ
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IMAGINEIMAGINE ObjectiveObjective

••IMAGINEIMAGINE 9.39.3～～

••新オプションモジュール新オプションモジュール

••画期的なフィーチャー抽出ツール画期的なフィーチャー抽出ツール
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発表の内容発表の内容

1.1. リモートセンシングにおけるフィーチャー抽出リモートセンシングにおけるフィーチャー抽出

2.2. IMAGINEIMAGINEのフィーチャー抽出機能のフィーチャー抽出機能

3.3. IMAGINEIMAGINE ObjectiveObjectiveのご紹介のご紹介

4.4. フィーチャー抽出例フィーチャー抽出例
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1.1. リモートセンシングにおけるリモートセンシングにおける
フィーチャー抽出フィーチャー抽出
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リモートセンシングにおけるリモートセンシングにおける
フィーチャー抽出とは？フィーチャー抽出とは？

••特性に基づいてフィーチャー特性に基づいてフィーチャー
に分解する処理に分解する処理

リモートセンシング画像（航空写リモートセンシング画像（航空写
真、衛星画像）は種々のフィー真、衛星画像）は種々のフィー
チャー（地物）を含んでいるチャー（地物）を含んでいる

••フィーチャーの情報を抽出フィーチャーの情報を抽出 NDVINDVI

水域

影

森林

市街地

草地

水田

水域水域都市部都市部

水田水田 森林森林

66

解像度の違いによる解像度の違いによる
フィーチャー抽出手法の違いフィーチャー抽出手法の違い
低解像度のデータ
・指標の計算
・画像分類

高解像度のデータ
・個々のフィーチャーの形状を
抽出

オブジェクトベースオブジェクトベース

ピクセルベースピクセルベース
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2.2. IMAGINEIMAGINEのの
フィーチャー抽出機能フィーチャー抽出機能

88

IMAGINEIMAGINEのフィーチャー抽出機能のフィーチャー抽出機能
（高解像度データ）（高解像度データ）

•• GLTGLT ViewerViewer －－ 目視判読目視判読 ++ 手動デジタイズ手動デジタイズ
•• Seed PropertiesSeed Properties －－ 半自動フィーチャ抽出半自動フィーチャ抽出
•• Stereo AnalystStereo Analyst －－ 33次元フィーチャ抽出機能次元フィーチャ抽出機能
•• Feature AnalystFeature Analyst －－ OverwatchOverwatch SystemsSystems社開発の社開発の

フィーチャー抽出機能フィーチャー抽出機能
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GLTGLT ViewerViewer
目視判読目視判読 ++ 手動デジタイズ手動デジタイズ

1010

Seed PropertiesSeed Properties
半自動フィーチャ半自動フィーチャーー抽出抽出

クリッククリック
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Stereo AnalystStereo Analyst
33次元フィーチャー抽出機能次元フィーチャー抽出機能

1212

Feature AnalystFeature Analyst
OverwatchOverwatch SystemsSystems社開発の社開発の
フィーチャー抽出機能フィーチャー抽出機能
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既存のツールの限界既存のツールの限界

••手動デジタイズは手動デジタイズは非効率的非効率的でで高コスト高コスト

••様々なフィーチャー様々なフィーチャーに対応できるツールの必要性に対応できるツールの必要性

••即即GISGISで活用できるで活用できるデータの必要性データの必要性

1414

フィーチャー抽出を効率化するツールとは？フィーチャー抽出を効率化するツールとは？

••フィーチャー抽出処理をフィーチャー抽出処理を自動化自動化
••抽出結果を抽出結果を即即GISGISで使用できるで使用できるデータまで整形データまで整形
••取得したいフィーチャーによって取得したいフィーチャーによってモデルを柔軟にカスタマモデルを柔軟にカスタマ
イズイズ

•• GISGISデータの作成、アップデートを容易にデータの作成、アップデートを容易に
•• フィーチャーの変化抽出を迅速にフィーチャーの変化抽出を迅速に
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3.3. IMAGINEIMAGINE ObjectiveObjectiveのご紹介のご紹介

1616

IMAGINE ObjectiveIMAGINE Objectiveの機能の機能

ピクセルベースのピクセルベースの
画像分類画像分類

オブジェクトベースオブジェクトベース
の画像分類の画像分類

フィーチャー抽出フィーチャー抽出 フィーチャー整形フィーチャー整形

フィーチャー抽出に必要な機能が全て含まれていますフィーチャー抽出に必要な機能が全て含まれています
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IMAGINEIMAGINE ObjectiveObjectiveの分類処理の分類処理

••人間の視覚プロセスに倣ったピクセルベースおよびオブ人間の視覚プロセスに倣ったピクセルベースおよびオブ
ジェクトベースの解析ジェクトベースの解析

••機械学習と知識ベースの組み合わせを用いたフィーチャー機械学習と知識ベースの組み合わせを用いたフィーチャー
抽出抽出

色、テクスチャー、サ色、テクスチャー、サ
イズ、形状、陰影・・・イズ、形状、陰影・・・

1818

IMAGINEIMAGINE ObjectiveObjectiveの整形処理の整形処理

•• GISGISでそのまま使用できるレベルまで整形可能なベクターでそのまま使用できるレベルまで整形可能なベクター
後処理オペレーター後処理オペレーター



10

1919

フィーチャーモデル（処理フロー）フィーチャーモデル（処理フロー）

ラスター
オブジェクト化

ラスター
整形

ベクター
オブジェクト化

ベクター
整形

ベクター
整形

ラスター
指標計算

ベクター
指標計算

ピクセル
推論
エンジン

オブジェクト
推論
エンジン

トレーニング
データ

トレーニング
データ

入力データ

出力データ

ラスターの操作ラスターの操作
ピクセル分類とターゲットの絞込みピクセル分類とターゲットの絞込み

ベ
ク
タ
ー
の
操
作

ベ
ク
タ
ー
の
操
作

ベ
ク
タ
ー
化
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
分
類

ベ
ク
タ
ー
化
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
分
類

ベクター整形ベクター整形
GISGIS--readyreadyなデータ作成なデータ作成

2020

ObjectiveObjectiveのインターフェースのインターフェース

Tree View
処理フロー
（フィーチ
ャーモデ
ル）を構築

ビューア

最上位レイヤ
ーの属性テー
ブル

Property
オペレータ
ーや推論エ
ンジンの設
定

クリックしたレイ
ヤーが最上位に



11

2121

•• 航空写真からの建物抽出例航空写真からの建物抽出例

フィーチャーモデル（処理フロー）フィーチャーモデル（処理フロー）

•原画像

•確率画像

•オブジェクト化

•ラスター整形処理

•ベクター化、
ベクター処理

•整形処理、
最終結果

2222

ObjectiveObjectiveの優れた特徴①の優れた特徴①
柔軟なフィーチャーモデル柔軟なフィーチャーモデル

•• 部分的な修正、拡張が容易部分的な修正、拡張が容易
•• フロー中の必要部分のみのフロー中の必要部分のみの
実行が可能実行が可能

•• プロジェクトとフィーチャプロジェクトとフィーチャ
ーモデルを別々に保存でき、ーモデルを別々に保存でき、
フィーチャーモデルの使いフィーチャーモデルの使い
回しが可能回しが可能

•• １つのプロジェクト内で１１つのプロジェクト内で１
つのフィーチャーの抽出、つのフィーチャーの抽出、
複数のフィーチャー抽出複数のフィーチャー抽出
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ObjectiveObjectiveの優れた特徴②の優れた特徴②
処理に組み込める様々なデータ処理に組み込める様々なデータ

••フィーチャー抽出対象画像フィーチャー抽出対象画像
––パンクロマティック、マルチスペパンクロマティック、マルチスペ
クトル、ハイパースペクトル、クトル、ハイパースペクトル、
SARSARデータデータなどなど

••補助的なデータ補助的なデータ
––傾斜角度、斜面方位、傾斜角度、斜面方位、DEMDEMデーデー
タ、テクスチャなどタ、テクスチャなど

••フィーチャーの形状のテンプフィーチャーの形状のテンプ
レートの使用レートの使用

––テンプレートへの適合度でフィルテンプレートへの適合度でフィル
ター処理ター処理

––最終的な整形処理でのテンプレー最終的な整形処理でのテンプレー
ト置換も可ト置換も可

2424

ObjectiveObjectiveの優れた特徴③の優れた特徴③
使いやすいインターフェース使いやすいインターフェース

••拡大範囲のみプレビュー拡大範囲のみプレビュー
••指定した処理ステップの結果をワンクリックで最前面に指定した処理ステップの結果をワンクリックで最前面に
••ブレンド・スワイプ・フリッカー機能で結果を確認ブレンド・スワイプ・フリッカー機能で結果を確認

クリッククリック
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ObjectiveObjectiveの優れた特徴④の優れた特徴④
拡張性拡張性

••エキスパート・ユーザーがモデルのカスタマイズ、カジュエキスパート・ユーザーがモデルのカスタマイズ、カジュ
アル・ユーザーは既存のモデルを利用して処理を実行するアル・ユーザーは既存のモデルを利用して処理を実行する
ことにより様々なレベルのユーザーに対応ことにより様々なレベルのユーザーに対応

••ユーザー定義のモデル設計は様々なフィーチャーに対応可ユーザー定義のモデル設計は様々なフィーチャーに対応可
能能

•• ERDAS IMAGINEERDAS IMAGINEのベクター編集機能を組み合わせれば、のベクター編集機能を組み合わせれば、
さらなる整形、編集も可さらなる整形、編集も可
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IMAGINEIMAGINE ObjectiveObjectiveの優位性の優位性

•• 高度な機械学習と知識ベースの組み合わせ高度な機械学習と知識ベースの組み合わせ
–– 競合製品競合製品

•• オブジェクト分割ができても分類処理が単純なもの。オブジェクト分割ができても分類処理が単純なもの。
•• 高度な分類処理であってもフィーチャー形状などについての知識ベー高度な分類処理であってもフィーチャー形状などについての知識ベー
スを考慮できないもの。スを考慮できないもの。

•• ユーザー定義アプローチのフィーチャー抽出ユーザー定義アプローチのフィーチャー抽出
–– 知識豊富なユーザーが様々なデータや目的に応じてフィーチャー知識豊富なユーザーが様々なデータや目的に応じてフィーチャー
モデルを構築し、それをエンドユーザーが使用する。モデルを構築し、それをエンドユーザーが使用する。

–– 競合製品競合製品
•• Feature AnalystFeature Analystなどはウィザードベースアプローチ。要するに決まっなどはウィザードベースアプローチ。要するに決まっ
たワークフローに沿ったたワークフローに沿ったBlack BoxBlack Boxで、多種多様なデータや状況、目的で、多種多様なデータや状況、目的
に対応できない。に対応できない。

•• GISGIS--readyreadyな結果の出力な結果の出力
–– 競合製品競合製品

•• ベクター形式で出力できないもの、ベクター整形機能が揃っていないベクター形式で出力できないもの、ベクター整形機能が揃っていない
もの。もの。
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4.4. フィーチャー抽出例フィーチャー抽出例

2828

フィーチャー抽出例①フィーチャー抽出例①
樹冠（本数のカウント）樹冠（本数のカウント）
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フィーチャー抽出例②フィーチャー抽出例②
道路道路

3030

フィーチャー抽出例③フィーチャー抽出例③
飛行機飛行機

テンプレートテンプレート
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フィーチャー抽出例④フィーチャー抽出例④
植生図のポリゴン抽出植生図のポリゴン抽出
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


